




















































Attempt of Practical Business Education for Career Formation
―Effect of Business Education as Career Education―
Kazuyuki Saito （Shinshu Junior College）
Abstract: Social structure and an employment environment changed suddenly by economic depression in recent years　in Japan. 
Therefore, it is said that career education and vocational education need an improvement and substantial at the university.　In 
Shinshu Junior College, when the actual condition of these proposals and students had been grasped, it decided to attempt of 
practical business education system for career formation of the student. It thinks about the improvement and the problem of the 
career education for the student by reporting the present state of affairs on the business education subjects of which I take charge.



























































































































































































1 経営学概論 前 2
12単位
1 実践日本語演習Ⅰ 前 1
1 実践日本語演習Ⅱ 後 1
1 基本簿記　(初級・中級 ) 前 1
1 キャリアプランニングⅠ 前 1
1 キャリアプランニングⅡ 後 1
2 キャリアプランニングⅢ 前 1
1 ビジネスマナー 後 1
1 コンピュータリテラシーⅠ 前 1
1 コンピュータリテラシーⅡ 後 1
2 コンピュータリテラシーⅢ 前 1
教養





1 文学 B など 後 2
語学
1 英語Ⅰ など 前 1 2単位
以上1 英語Ⅱ など 後 1
スポーツ
1 生涯スポーツと野外活動 など 通年 1 １単位
以上1 アウトドアスポーツ 通年 1
ビジネス
教養
1 レポート作成法 前 2
6単位
以上
1 現代社会論 後 2
1 ビジネス実務概論 前 2
1 プレゼンテーション 後 2






































































3回 : 　　　 〃 　　②　自己紹介をする
4回 : 　　　 〃 　　③　他者紹介の資料を作る
5回 : 　　　 〃 　　④　他者紹介をする
6回 : 求められるプレゼンテーションの要素①
7回 : 　　　　　　　　〃　　　　　　　　②




12回 : 　　　　　〃　　　　　　 ②グループ内発表
13回 : プレゼンテーション演習―最終発表①
14回 : 　　　　　　 　〃　　　　　　　　②
































　図 3-1から図 3-3は、それぞれ 2011年に実施した授
業アンケート結果の数値である。質問項目は授業の目的
から、その効用と学生の取り組みに関わるもののみを抜


































（2011年 7月アンケート調査　対象 46人　回答 44人）
図 3-2　「プレゼンテーション」
（2011年 1月アンケート調査　対象 40人　回答 33人）
図 3-3　「日本語表現法」































































































［投稿 23年 7月 28日、受理 24年 1月 21日］
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